
三菱重工グループについて

経営理念（社是）

創立時から一貫してステークホルダーとともに歩み、
時代に先駆けた「ものづくり」を通じて社会の発展に
貢献しています。

　三菱重工グループの起源は、創業者である岩崎

彌太郎が1884年に長崎で造船事業を本格的に開

始したことにさかのぼります。以来130年以上にわ

たり、お客さま、株主をはじめとした多様なステー

クホルダーの皆さまとともに歩み、時代に先駆けた

新しい「ものづくり」に挑戦し続けてきました。そし

て、人々の暮らしを支える製品やサービスの提供を通

じて、社会の発展に貢献することで成長を実現して

います。これは三菱グループの根本理念「三綱領」に基

づき制定された社是「顧客第一の信念に徹し、社業を通

じて社会の進歩に貢献する」「誠実を旨とし、和を重んじ

て公私の別を明らかにする」「世界的視野に立ち、経営の

革新と技術の開発に努める」を不変の理念として、一貫

して取り組んできたものです。

　現在、「ものづくり」とエンジニアリングのグローバ

ルリーダーとして、造船をはじめ、交通輸送システ

ム、民間航空機、発電システムなどのインフラから

宇宙システムに至るまで、幅広い分野に高度な技術力で

統合したソリューションを提供しています。また、活躍

のフィールドは世界に広がっています。新興国の急速な

都市化、先進国のインフラの更新、さらには気候変動を

はじめとした環境問題など、当社グループは複雑な地球

規模の課題を解決し、より広く社会の進歩に貢献するこ

とを目指しています。

初代社長岩崎彌太郎

一、顧客第一の信念に徹し、
社業を通じて社会の進歩に貢献する

一、誠実を旨とし、和を重んじて公私の別を明らかにする

一、世界的視野に立ち、経営の革新と技術の開発に努める
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三菱重工グループ
について



1885年当時の長崎造船所

昭和45年6月1日

当社の発祥は遠く明治3年（1870年）にさかのぼるが、当社の今日あるのはひとえに創業者岩崎彌太郎

を始め歴代の経営者、従業員のたゆまぬ努力の所産である。これら諸先人の残された数々の教訓は今

なお我々の脳裡に刻まれているが、今これらの先訓を思い起こし、当社の将来への一層の飛躍に備え、

伝統ある当社にふさわしい社是を制定せんとするものである。

このたびの社是の文言は直接には第四代社長岩崎小彌太（いわさきこやた）の三綱領　̶所期奉公、

処事光明、立業貿易̶　の発想に基づくものであるが、さらにこれを会社の基本的態度、従業員のある

べき心構えそしてまた将来会社の指向すべき方向をこの三つの観点から簡明に表現したものである。時

あたかも三菱創業百年を迎え、激動する70年代の幕開けに際し、当社は時勢に応じ、絶えず新しい意

欲を持って前進したいと思う。ここに新たな感覚を盛込んだ社是を制定する所以である。

社是制定主旨
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